
（１）第４０号 THE  FEDERATION  OF  JAPAN  AMATEUR  ORCHESTRAS  CORP. 平成１０年１１月１５日

発行所

（社）日本アマチュア

オーケストラ連盟

発行責任者
森　下　元　康

〒441－8028
豊橋市立花町46光陽ビル3F
電 話(0532)33－6885
F A X(0532)33－6875
e-mail : jao@sala.or.jp

■（社）日本アマチュア

オーケストラ連盟
VOL.  40じゃお

心
に
響
い
た
日
本
海
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

Ｃオーケストラ　　チャイコフスキー：幻想序曲「ロメオとジュリエット」 指揮：パヴェル・コーガン　　ゲストコンサートマスター：三浦章広

Ｂオーケストラ　　マーラー：交響曲第１番「巨人」 指揮：岩城宏之　　ゲストコンサートマスター：パヴェル・ボガチュ

Ａオーケストラ　　チャイコフスキー：交響曲第４番　　指揮：パヴェル・コーガン　　ゲストコンサートマスター：三浦章広



平成１０年１１月１５日 THE  FEDERATION  OF  JAPAN  AMATEUR  ORCHESTRAS  CORP. 第４０号（２）

二
十
六
回
目
を
数
え
る
「
全
国
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
、
北
陸
地
方
初
の
会
場
と
な
っ

た
金
沢
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
ホ
ス
ト
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
な
っ
た
石
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
方
々
に
よ
る
万

全
の
準
備
体
制
の
も
と
、
全
国
か
ら
参
集
し
た
参
加
者
達
は
暖
か
い
歓
迎
を
受
け
た
。

大
会
一
日
目
は
受
付
の
後
、
早
速
総
合
練
習
に
取
り
か
か
り
、
Ａ
・
Ｃ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
パ
ヴ
ェ
ル
・
コ
ー
ガ
ン
氏
、

Ｂ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
岩
城
宏
之
氏
の
代
棒
と
し
て
田
中
一
嘉
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
練
習
を
進
め
、
大
会
初
日
か
ら
熱
の
入
っ

た
充
実
し
た
練
習
を
展
開
し
た
。

練
習
終
了
後
に
は
、
石
川
フ
ィ
ル
の
方
々
の
配
慮
で
パ
ー
ト
別
に
懇
親
会
が
開
か
れ
、
旧
交
を
温
め
た
り
、
新
た
な

顔
ぶ
れ
を
歓
迎
し
た
り
し
て
、
一
日
目
の
夜
は
更
け
て
い
っ
た
。

写
真
と
寄
せ
書
き
で
綴
る
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大
会
二
日
目
は
、
午
前
中
の
総
合
練
習
に
続
き
、
開
会
式
が
行
わ
れ
た
。
各
氏
か
ら
の
挨
拶
の

後
、
石
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
・
金
沢
邦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
石
川
県
合
唱
協
会
の
三

団
体
合
同
に
よ
る
歓
迎
演
奏
「
八
千
代
獅
子
」
が
披
露
さ
れ
た
。
石
川
フ
ィ
ル
の
メ
ン
バ
ー
は
定

員
超
過
の
た
め
、
こ
の
歓
迎
演
奏
の
み
の
参
加
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
歴
史
の
街
金
沢
ら
し
い

素
晴
ら
し
い
演
奏
で
あ
っ
た
。
ま
た
森
下
Ｊ
Ａ
Ｏ
理
事
長
か
ら
、
昨
日
か
ら
同
時
開
催
さ
れ
て
い

る
国
際
交
流
会
議
に
お
い
て
「
世
界
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟
」
が
設
立
さ
れ
た
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
練
習
で
は
Ｂ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
い
よ
い
よ
岩
城
宏
之
氏
に
よ
る
総
合
練
習
と
な
り
、

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
も
に
緊
迫
し
た
練
習
が
続
い
た
。

午
後
七
時
か
ら
は
盛
大
に
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
成
功
を
祈
っ
て
お
互
い

に
杯
を
交
わ
し
、
激
励
し
た
。

))))))))))))))))))

))))))))))))))))))



（３）第４０号 THE  FEDERATION  OF  JAPAN  AMATEUR  ORCHESTRAS  CORP. 平成１０年１１月１５日

二
年
間
の
準
備

石
川
県
で
は
次
の
よ
う
な
夢
が
あ

り
ま
し
た
。

伝
統
の
邦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
、
県
民
合
唱
団
の
合
同

演
奏
と
、
そ
し
て
ロ
シ
ア
と
の
国
際

交
流
、
そ
れ
ら
の
集
大
成
と
し
て
の

Ｊ
Ａ
Ｏ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
金
沢
大
会

で
す
。

平
成
八
年
七
月
、「
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
と
少
年
少
女
公
演
」
に
姉
妹
都
市

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
立
交
響
楽
団
を
招

聘
し
、
さ
ら
に
石
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
と
邦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
加
わ

っ
て
、
国
際
色
豊
か
な
演
奏
会
を
実

現
し
ま
し
た
。

翌
年
十
月
八
日
、
石
川
県
代
表
団

は
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
交
響
楽
団
、
ペ
テ

ル
ブ
ル
ク
交
響
楽
団
、
モ
ス
ク
ワ
国

立
交
響
楽
団
と
の
共
演
の
夢
を
果
た

す
た
め
ロ
シ
ア
の
大
地
へ
と
飛
び
立

っ
て
い
ま
し
た
。

海
外
演
奏
の
趣
旨
に
は
、
か
っ
て

天
才
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
と
し
て
そ

の
名
を
世
界
に
馳
せ
た
レ
オ
ニ
ー

ド
・
コ
ー
ガ
ン
の
息
子
パ
ヴ
ェ
ル
・

コ
ー
ガ
ン
氏
を
第
二
十
六
回
Ｊ
Ａ
Ｏ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
金
沢
大
会
へ
招
く

意
図
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
何
故
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
の
か

終
戦
直
後
の
金
沢
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
界
は
、
無
声
映
画
の
舞
台
音
楽
シ

ネ
マ
楽
団
が
編
成
さ
れ
て
は
い
ま
し

た
が
、
内
容
で
は
お
隣
り
富
山
県
に

十
年
は
遅
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
、
大
阪
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
を
招
き
初
の
「
第
九
公
演
」

を
企
画
し
た
折
に
も
、
第
九
の
知
名

度
は
皆
無
、
第
九
と
は
日
曜
大
工
か
、

蓮
如
（
れ
ん
に
ょ
）
上
人
の
法
要
か
、

な
ど
質
問
が
出
る
笑
え
な
い
事
実
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
期
、
石
川
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
恵

ま
れ
な
い
地
方
の
子
供
た
ち
と
一
緒

に
歌
お
う
と
呼
び
か
け
て
昭
和
四
十

八
年
に
結
成
し
ま
し
た
。

以
来
、
ユ
ニ
ー
ク
な
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
と
少
年
少
女
公
演
や
邦
楽
と
の
共

演
を
継
続
し
て
い
ま
す
が
、
全
国
の

高
い
レ
ベ
ル
と
大
編
成
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
を
市
民
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

今
回
の
企
画
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

成
功
し
た
金
沢
大
会
三
つ
の
テ
ー
マ

（
そ
の
一
）
世
界
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
連
盟
が
金
沢
大
会
を
機
会

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

（
社
）
Ｊ
Ａ
Ｏ
連
盟
の
ご
努
力
に

よ
る
も
の
で
す
が
、
金
沢
市
長
の
あ

い
さ
つ
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
金

沢
市
で
誕
生
し
ま
し
た
こ
と
を
、
こ

の
上
も
な
く
喜
び
と
致
し
て
お
り
ま

す
。

（
そ
の
二
）
城
下
町
金
沢

に
相
応
し
く
石
川
フ
ィ
ル

と
邦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が

合
同
で
歓
迎
ス
テ
ー
ジ
を

飾
り
ま
し
た
。

懇
親
会
の
席
上
、
今
後

開
催
県
の
持
ち
味
で
歓
迎

演
奏
を
組
み
入
れ
た
ら

と
、
話
題
が
は
ず
み
ま
し

た
が
喜
ん
で
頂
い
て
感
謝

し
て
い
ま
す
。

（
そ
の
三
）
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
演
奏
会
で
は
初
の
外

人
指
揮
者
を
迎
え
た
こ
と

で
す
。

前
述
の
レ
オ
ニ
ー
ド
・

コ
ー
ガ
ン
の
息
子
と
い
う

こ
と
で
、
金
沢
大
会
に
多

く
の
参
加
希
望
が
集
ま

り
、
結
局
Ｊ
Ａ
Ｏ
理
事
長
森
下
元
康

氏
の
お
知
恵
で
幻
想
序
曲
「
ロ
メ
オ

と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
を
（
Ｃ
）
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
し
て
追
加
し
、
皆
さ
ん

に
再
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
ご
迷
惑
を

か
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
頂
戴
す
る
お
便

り
に
よ
り
ま
す
と
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
を
本
場
の
コ
ー
ガ
ン
氏
の
指
揮

で
演
奏
出
来
た
こ
と
の
感
激
の
返
礼

が
多
い
の
で
す
。
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
し
た
。

さ
い
ご
に

パ
ヴ
ェ
ル
・
コ
ー
ガ
ン
、
岩
城
宏

之
二
氏
を
迎
え
て
二
日
間
の
レ
ッ
ス

ン
と
Ｇ
Ｐ
を
経
て
直
ち
に
本
番
と
い

う
苛
酷
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
も
拘
ら

ず
、（
Ａ
）（
Ｂ
）（
Ｃ
）
Ｊ
Ａ
Ｏ
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
各
位
が
両
巨
匠
の
棒
さ

ば
き
の
も
と
、
堂
々
と
長
時
間
の
演

奏
を
成
功
へ
と
導
い
て
頂
き
ま
し

た
。そ

の
成
果
は
ラ
イ
ブ
録
音
さ
れ
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｃ
Ｄ
と
し
て
完
成
さ
れ

て
い
ま
す
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
成
功
の

証
の
記
録
と
し
て
、
参
加
者
の
心
に

い
つ
ま
で
も
残
り
ま
す
こ
と
を
深
く

念
じ
て
、
こ
の
度
の
金
沢
大
会
成
功

の
御
礼
と
致
し
ま
す
。

御
　
　
　
礼

大
会
三
日
目
、
午
前
中
最
後
の
総
合
練
習
を
終
え
、
い
よ
い
よ
本
番
。
満
場
の
客

席
の
中
、
高
円
宮
殿
下
に
も
ご
臨
席
賜
り
、
各
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
も
に
熱
の
こ
も
っ

た
快
演
を
し
た
。

そ
の
後
の
閉
会
式
で
は
今
大
会
実
行
委
員
長
の
大
村
氏
よ
り
来
年
の
市
川
大
会
実

行
委
員
長
の
時
田
氏
に
大
会
旗
が
渡
さ
れ
、
金
沢
の
熱
い
三
日
間
は
幕
を
閉
じ
た
。
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フェスティバル開催中
楽屋で寄せ書きを
書いていただきました。
参加者の生の声をお届けします。
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毎
年
夏
に
な
る
と
会
社
に
休
暇
届

を
出
し
、
い
つ
も
の
生
活
を
離
れ
、

日
本
全
国
か
ら
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
好
き

が
楽
譜
を
抱
え
て
飛
行
機
や
列
車
や

車
に
と
び
乗
り
、
ひ
と
つ
の
会
場
に

集
ま
っ
て
き
ま
す
。

初
め
て
参
加
し
た
仲
間
、
顔
見
知

り
の
仲
間
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
座

り
、
演
奏
会
へ
向
け
て
の
短
い
し
か

し
充
実
し
た
練
習
が
始
ま
り
ま
す
。

一
九
七
三
年
第
一
回
豊
橋
大
会
、

一
九
七
四
年
第
二
回
広
島
大
会
か
ら

昨
年
の
第
二
十
五
回
浜
松
大
会
、
今

年
の
第
二
十
六
回
金
沢
大
会
に
至
る

ま
で
日
本
各
地
の
会
場
で
超
一
流
の

指
揮
者
の
よ
る
感
動
を
呼
ぶ
名
演
奏

と
、
地
域
文
化
を
担
う
団
体
と
し
て

の
相
互
研
鑽
の
場
と
、
経
験
も
年
齢

も
さ
ま
ざ
ま
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
仲
間

の
深
夜
ま
で
の
音
楽
談
議
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
し
て
閉
会
式
で
行
わ
れ
る
次
回

開
催
地
へ
の
大
会
旗
の
継
承
は
来
年

の
大
会
へ
の
期
待
の
始
ま
り
で
も
あ

り
ま
す
。

す
で
に
お
知
ら
せ
し
て
い
る
と
お

り
、
来
年
の
第
二
十
七
回
全
国
ア
マ

チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
千
葉
県
市
川
市
で
「
市
川
大

会
」
と
し
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
開
催
日
は
平
成
十
一
年

八
月
六
、
七
、
八
日
の
三
日
間
、
ホ

ス
ト
役
は
私
ど
も
市
川
交
響
楽
団
が

担
当
い
た
し
ま
す
。

千
葉
県
市
川
市
は
東
京
都
の
東
側

を
流
れ
る
江
戸
川
を
渡
っ
た
最
初
の

街
で
、
東
京
駅
か
ら
電
車
に
乗
っ
て

三
十
分
足
ら
ず
で
着
け
る
大
変
交
通

の
便
利
な
と
こ
ろ
で
す
。

会
場
は
Ｊ
Ｒ
総
武
線
本
八
幡
（
も

と
や
わ
た
）
駅
か
ら
徒
歩
十
分
の
市

川
市
文
化
会
館
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ピ

ッ
ト
、
三
面
舞
台
と
千
九
百
四
十
五

人
収
容
の
大
ホ
ー
ル
を
中
心
に
小
ホ

ー
ル
、
リ
ハ
ー
サ
ル
室
、
大
会
議
室

を
使
っ
て
練
習
、
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行

い
ま
す
。

予
定
し
て
い
る
演
奏
会
は
八
月
七

日
に
開
会
式
に
引
き
続
い
て
行
わ
れ

る
ジ
ュ
ニ
ア
合
同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演

奏
会
と
八
月
八
日
の
シ
ニ
ア
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
演
奏
会
で
す
。

こ
の
う
ち
シ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

演
奏
会
は
例
年
増
え
続
け
る
参
加
希

望
者
に
対
応
す
る
た
め
、
三
つ
の
合

同
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
作
り
、
で
き
る

限
り
多
く
の
方
に
演
奏
会
に
出
演
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
計
画
し
て
い
ま

す
。指

揮
者
と
曲
目
は
ス
ロ
ヴ
ァ
キ

ア
・
フ
ィ
ル
の
首
席
指
揮
者
兼
音
楽

監
督
、
新
星
日
本
交
響
楽
団
の
首
席

指
揮
者
を
務
め
、
第
一
回
国
民
文
化

祭
（
一
九
八
六
年
東
京
・
虎
ノ
門
）

で
感
動
的
な
「
新
世
界
交
響
曲
」
を

指
揮
し
た
、
オ
ン
ド
レ
イ
・
レ
ナ
ル

ト
氏
に
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
作
曲
「
交

響
曲
第
七
番
」
を
、
ア
マ
チ
ュ
ア
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
揮
経
験
も
多
い
金

洪
才
氏
に
レ
ス
ピ
ー
ギ
作
曲
交
響
詩

「
ロ
ー
マ
の
祭
」
を
、
ま
た
千
葉
県

出
身
の
田
久
保
裕
一
氏
に
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
の
曲
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
八
月
七
日
の
研
究
協
議

会
で
は
講
師
を
招
き
、
弦
楽
合
奏
の

公
開
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
予
定
し
て
ア
マ

チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
練
習
方
法

を
検
討
す
る
場
を
持
ち
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
懇
親
会
、
練
習
後
の
お

楽
し
み
の
会
場
も
毎
週
下
見
を
兼
ね

て
準
備
中
、
市
川
の
三
日
間
を
演
奏

と
お
酒
と
音
楽
談
議
で
埋
め
つ
く
し

た
い
と
計
画
を
練
っ
て
い
ま
す
。

参
加
募
集
要
項
に
つ
い
て
は
来
年

（
平
成
十
一
年
）
二
月
頃
に
Ｊ
Ａ
Ｏ

加
盟
各
団
体
の
代
表
者
宛
お
送
り
す

る
予
定
で
す
。

ま
た
、
市
川
大
会
の
ご
案
内
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
市
響
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

http://plaza28.m
bn.or.jp/̃ichik

yo/
e-m
ail:
ichikyo@

ac.m
bn.or.jp

初
め
て
参
加
の
方
も
、
毎
年
の
方

も
、
久
し
ぶ
り
の
方
も
、
来
年
の
夏

は
ぜ
ひ
「
市
川
大
会
」
に
ご
参
加
下

さ
い
。

団
員
一
同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

来
年
の
夏
は
千
葉
県
市
川
市
で

お
会
い
し
ま
し
ょ
う
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設
立
総
会

一
九
九
八
年
七
月
三
十
一
日
か
ら
八
月
二
日
に
か
け
て
の
、
第
二
十
六
回
全
国
ア
マ
チ
ュ
ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
金
沢
大
会
と
併
催
さ
れ
る
形
で
、
世
界
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
連
盟
（
Ｗ
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、
Ｗ
Ｆ
Ａ
Ｏ
が
八
月
一
日
に
結
成
さ
れ

た
。
以
下
は
そ
の
会
議
の
報
告
で
あ
る
。

))))))))
W

orld
Federation

of
A

m
ateur

O
rchestras

第
一
会
議：

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

◎
参
加
国
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
活
動
の

現
状
報
告

オ
ラ
ン
ダ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
連
盟
、
チ
ェ
コ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
ア
メ
リ
カ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
順

第
二
会
議：

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

◎
引
き
続
き
現
状
報
告

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
イ
ギ
リ
ス
、
南

ア
フ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ド

イ
ツ
、
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
、
日
本
の
順

第
三
会
議：

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

こ
の
会
議
よ
り
具
体
的
な
討
論
に

◎
事
務
局
に
つ
い
て

事
務
局
は
永
久
に
日
本
に
お
く
の

で
は
な
く
、
各
地
に
会
議
や
事
業
の

開
催
地
が
移
動
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
日
本
は
あ
く
ま
で
暫
定
的
な
世

話
役
で
あ
る
。

◎
組
織
に
つ
い
て

「
開
か
れ
た
組
織
」
で
あ
る
こ
と

を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
。
国
を
超
え
た

組
織
（
現
在
の
Ｅ
Ａ
Ａ
Ｏ
や
Ｅ
Ａ
Ｙ

Ｏ
）
で
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る
。
投

票
権
に
つ
い
て
長
時
間
紛
糾
。
委
員

長
一
名
、
副
委
員
長
三
名
を
全
会
一

致
で
決
議
。
投
票
提
案
は
委
員
を
通

じ
て
行
う
。

◎
資
金
に
つ
い
て

今
後
国
際
的
な
ス
ポ
ン
サ
ー
を
手

分
け
し
て
協
力
要
請
す
る
（
現
在
は

Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
支
援
）。
当
面
、
会
費
は

と
ら
ず
、
事
業
の
際
は
別
途
考
え
る
。

◎
名
誉
職
に
つ
い
て

国
に
関
係
な
く
、
国
際
的
に
著
名

な
音
楽
家
や
役
職
の
人
。（
例
え
ば

前
国
連
事
務
総
長
の
よ
う
な
人
）

会
長
・
副
会
長
に
つ
い
て
は
、
経

済
支
援
を
お
願
い
す
る
。
事
務
局
の

あ
る
国
に
よ
っ
て
柔
軟
性
を
も
た
せ

る
。名

誉
パ
ト
ロ
ン
の
よ
う
な
皇
族
、

貴
族
の
立
場
の
方
に
も
働
き
か
け

る
。（
高
円
宮
様
に
つ
い
て
の
海
外

委
員
の
信
望
が
非
常
に
厚
か
っ
た
）

◎
会
員
の
拡
大
と
広
報
に
つ
い
て

本
年
度
末
ま
で
に
Ｗ
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
る
。
並
行
し
て
ニ

ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
の
「
Ｗ
Ｆ
Ａ
Ｏ
ジ
ャ

ー
ナ
ル
」
を
発
行
す
る
。

各
地
域
、
国
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
紹
介
し
、
最
新
の
動
向
が
わ
か
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
し
た
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
「
Ｗ
Ｆ
Ａ
Ｏ
ジ

ャ
ー
ナ
ル
」
に
よ
る
会
員
申
込
の
受

付
各
国
委
員
に
よ
る
呼
び
か
け
を
積

極
的
に
展
開
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
英
語
、
ド
イ
ツ

語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
を
委
員
の
協
力
で
作

成
。

◎
入
会
団
体
に
つ
い
て

政
治
的
、
宗
教
的
な
色
彩
を
排
し
、

純
粋
に
音
楽
団
体
と
し
て
活
動
し
て

い
る
こ
と
に
注
意
し
て
勧
誘
す
る
。

第
四
会
議：

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

◎
Ｗ
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
誘
致

ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
か
ら
二
〇
〇
〇
年

の
Ｗ
Ｆ
Ａ
Ｏ
会
議
を
誘
致
し
た
い
旨

の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
森
下
委
員
長
、

ト
ッ
ド
副
委
員
長
、
コ
ロ
ン
委
員
で

同
国
を
訪
問
、
視
察
し
、
可
能
な
ら

役
員
改
選
と
二
〇
〇
一
年
名
古
屋
で

の
世
界
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
準
備
を

す
る
。

◎
一
九
九
八
年
の
Ｊ
Ａ
Ｏ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
へ
の
招
待

Ｗ
Ｆ
Ａ
Ｏ
会
員
か
ら
第
二
十
七
回

Ｊ
Ａ
Ｏ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
招
待

プ
レ
イ
ヤ
ー
を
紹
介
し
て
も
ら
う
。

第
五
会
議：

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

◎
Ｗ
Ｆ
Ａ
Ｏ
設
立
宣
言
な
ら
び
に
署

名
委
員
全
員
の
署
名
な
ら
び
に
シ
ョ

ー
ト
コ
メ
ン
ト
、
報
道
関
係
に
発
表
。

第
五
会
議
終
了
後
、
海
外
か
ら
の

メ
ン
バ
ー
を
二
つ
に
分
け
、
Ｊ
Ａ
Ｏ

メ
ン
バ
ー
と
の
懇
親
会
を
開
催
。
国

情
や
音
楽
感
の
違
い
、
悩
み
な
ど
が

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
話
さ
れ
た
。

))))))))

Motoyasu Morishita
森下　元康委 員 長

副委員長

委　　員

社団法人日本アマチュアオーケストラ連盟理事長

Nobuo Kamino
神野　信郎会　　長 社団法人日本アマチュアオーケストラ連盟会長

氏　　名 国　名 所　属　団　体

Gerbrand Kotting
ゲルブランド・コッティング オランダ ヨーロッパアマチュアオーケストラ連盟会長

Anneke Van Nes
アネッケ・ヴァン・ネス オランダ ヨーロッパ青少年オーケストラ協会会長

Paul Todd
ポール・トッド アメリカ ネブラスカ大学オマハ校名誉教授

Jose Antonio Abreu
ホセ・アントニオ・アブルー ベネズエラ ベネズエラナショナルユースオーケストラ音楽監督

Ole Bjørnsen
オーレ・ビョルンセン ノルウェイ ヨーロッパ青少年オーケストラ協会名誉会長

Richard Chester
リチャード・チェスター スコットランド ヨーロッパ青少年オーケストラ協会常任委員

Eric Colon
エリック・コロン 日本 ＪＡＯ国際交流委員会顧問

Joachim Conradi
ヨアヒム・コンラーディ ドイツ ドイツアマチュアオーケストラ連盟理事長

Stephen Hobson
スティーブン・ホプソン アメリカ アメリカ音楽教育者評議会員

William Jones
ウイリアム・ジョーンズ アメリカ アメリカオーケストラ協会委員

Peter Moore
ピーター・モーア オーストラリア 西オーストラリア大学オーケストラ音楽監督

Robin Osterley
ロビン・オスタリー イギリス イギリス音楽団体連盟会長

Heinz Rosner
ハインツ・ロズナー 南アフリカ ヨハネスブルグドイツオーケストラ指揮者

Svetlana Vlahovich
スベロラナ・ウラホビッチ カナダ カナダナショナルユースオーケストラ事務局長

Michal Vodák
ミカル・ボダーク チェコ チェコアマチュア交響楽団協会会長

Wong Ho Chong
ウォン・ホー・チョン シンガポール シンガポールユース事務局長

Yukio Yokota
横田　行雄 日本 ＪＡＯ国際交流委員会委員長

事務局：社団法人日本アマチュアオーケストラ連盟
〒441-8028 愛知県豊橋市立花町46 光陽ビル3F
TEL. 0532-33-6885 FAX. 0532-33-6875
E-mail : wfao@sala.or.jp

Ｗ
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
会
員
に
登
録
し
よ
う

◎
手
続
き
の
方
法

（
一
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
登
録
す
る
。

「
Ｗ
Ｆ
Ａ
Ｏ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
に
付

い
て
い
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ

ー
ム
に
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
す
る
だ
け
。

（
二
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
登
録
す
る
。

Ｗ
Ｆ
Ａ
Ｏ
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設
準
備
中
で
す
。
ア
ド
レ
ス
は
次

の
通
り

http://w
w
w
.w
fao.org/

こ
こ
を
開
く
と
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
こ

へ
記
入
す
れ
ば
登
録
で
き
ま
す
。

※
Ｗ
Ｆ
Ａ
Ｏ
会
員
登
録
や
会
費
は
全

て
無
料
で
す
。

◎
Ｗ
Ｆ
Ａ
Ｏ
会
員
の
特
典

（
一
）
世
界
の
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

（
二
）「
Ｗ
Ｆ
Ａ
Ｏ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
を

送
り
ま
す
。

（
三
）「
Ｗ
Ｆ
Ａ
Ｏ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
へ

の
投
稿
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
意
見

や
自
分
の
活
動
活
動
Ｐ
Ｒ
が
で
き
ま

す
。

（
四
）
各
国
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ

の
招
待
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
例
え
ば
、
社
団
法
人
日
本
ア
マ

チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟
（
Ｊ
Ａ

Ｏ
）
で
は
、
毎
年
夏
の
ア
マ
チ
ュ
ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

海
外
か
ら
二
十
名
程
度
の
メ
ン
バ
ー

を
招
待
し
て
い
ま
す
。
宿
泊
、
食
事

に
加
え
、
日
本
ま
で
の
旅
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

（
五
）
楽
譜
等
の
情
報
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
た
め
に
外
国
の
作

曲
家
の
曲
を
演
奏
し

た
い
場
合
、
Ｗ
Ｆ
Ａ

Ｏ
会
員
同
士
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
楽
譜
を

入
手
で
き
ま
す
。

（
六
）
二
〇
〇
一
年

に
日
本
で
開
催
さ
れ

る
「
ワ
ー
ル
ド
ア
マ

チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
に
参
加
で
き
ま

す
。

◎
Ｗ
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
一
九

九
九
年
の
予
定

八
月
の
第
二
十
七

回
市
川
大
会
に
演
奏

者
を
招
待
、
さ
ら
に

委
員
長
、
副
委
員
長

に
よ
る
実
行
委
員
会

実
施
。
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本
年
一
九
九
八
年
は
Ｊ
Ａ
Ｏ
に
と

っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
意
味
で
記
念
す

べ
き
年
と
な
っ
た
。
世
界
連
盟
の
発

足
で
あ
り
、
青
少
年
オ
ケ
が
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
ツ
ア
ー
で
成
果
を
挙
げ
た
こ
と

で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
既
に
交
流
が
始
ま
っ

て
い
る
Ｂ
Ｄ
Ｌ
Ｏ
（
ド
イ
ツ
ア
マ
チ

ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
）
に
本
年
も
招
へ
い
を
受
け

参
加
し
た
。
そ
の
中
で
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
彼
我
の

違
い
を
若
干
記
し
た
い
と
思
う
。

ド
イ
ツ
で
は
毎
年
同
じ
時
期
、
同

じ
場
所
で
の
開
催
と
な
る
。
も
っ
と

も
昨
年
だ
け
は
会
場
の
都
合
で
ハ
ン

メ
ル
ブ
ル
ク
で
の
開
催
で
あ
っ
た

が
、
通
常
は
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
近

く
の
バ
イ
カ
ー
ズ
ハ
イ
ム
が
会
場
で

あ
る
。
イ
ー
ス
タ
ー
の
五
十
五
日
後
、

聖
霊
降
臨
祭
の
休
日
が
そ
の
日
で
あ

る
。
凡
そ
五
月
の
下
旬
で
、
新
緑
の
、

一
斉
に
花
が
咲
き
競
う
最
高
の
季
節

で
、
日
本
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

と
言
う
と
こ
ろ
。
四
日
間
連
続
し
て

休
み
に
入
る
。
そ
の
時
を
待
っ
て
全

国
各
地
か
ら
プ
レ
ー
ヤ
ー
達
が
三
々

五
々
と
集
う
。
何
よ
り
こ
の
催
し
は

自
然
体
で
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ

る
。
演
奏
を
楽
し
む
為
に
だ
け
集
り
、

運
営
も
自
分
達
一
人
一
人
が
自
主
的

に
行
う
。
四
日
間
練
習
は
ハ
ー
ド
で

あ
る
。
朝
昼
晩
食
事
の
時
間
を
除
い

て
フ
ル
タ
イ
ム
、
八
時
間
、
小
生
は

フ
ラ
ン
ク
の
交
響
曲
の
参
加
だ
っ
た

が
、
帰
国
し
て
も
し
ば
ら
く
頭
の
中

で
音
楽
が
鳴
っ
て
い
た
。

自
然
体
で
形
に
こ
だ
わ
ら
な
い
事

は
会
場
に
も
あ
る
。
練
習
時
は
温
室

風
の
大
き
な
平
上
間
の
施
設
だ
が
、

こ
こ
が
即
、
本
番
の
会
場
と
な
る
。

ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
風
な
広
大
な
庭
の

一
角
の
こ
の
場
所
は
一
切
余
計
な
邪

念
を
取
り
払
っ
て
音
楽
に
専
心
出
来

る
の
で
あ
る
。

素
晴
ら
し
か
っ
た
本
番
の
演
奏

後
、
そ
の
余
韻
を
い
つ
ま
で
も
楽
し

む
様
に
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ガ
ー
デ
ン
で

の
一
と
き
の
語
ら
い
は
誠
に
至
福
の

時
で
あ
る
。
こ
の
開
放
感
は
素
晴
ら

し
い
。

そ
こ
で
思
う
の
は
、
国
際
交
流
と

は
体
験
し
て
納
得
と
言
う
事
が
多
い

の
で
は
な
い
か
、
是
非
一
人
で
も
多

く
の
Ｊ
Ａ
Ｏ
の
皆
様
の
参
加
を
期
待

し
た
い
。
次
回
一
九
九
九
年
は
五
月

二
十
一
日
と
決
ま
り
、
コ
ン
ラ
ー
デ

ィ
会
長
よ
り
招
聘
の
申
し
入
れ
が
あ

っ
た
。

（
Ｊ
Ａ
Ｏ
副
理
事
長
）

今
回
、
私
は
初
め
て
Ｂ
Ｄ
Ｌ
Ｏ
研

修
演
奏
旅
行
に
参
加
し
ま
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
感
動
に
包
ま
れ
て
多
く

の
も
の
を
得
た
素
晴
ら
し
い
旅
行
で

し
た
。
言
葉
が
思
う
よ
う
に
通
じ
な

く
て
も
四
日
間
の
キ
ャ
ン
プ
で
音
楽

を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
れ
た
様
な
気
が
し
ま
し
た
。
外
国

の
方
達
と
こ
の
よ
う
な
形
で
親
交
を

深
め
ら
れ
て
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。
ド
イ
ツ
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
々

の
中
に
は
、
結
構
高
齢
の
方
も
多
く

見
か
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
が

楽
し
そ
う
に
そ
し
て
真
剣
に
音
楽
に

取
り
組
ん
で
い
ら
れ
る
姿
勢
が
大
変

印
象
的
で
私
も
見
習
う
べ
き
所
が
た

く
さ
ん
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
の

ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
ド
イ

ツ
に
比
べ
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
歴
史
は

浅
い
で
す
が
、
将
来
は
あ
の
よ
う
な

形
で
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
れ

ば
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
し
た
。「
百
聞
は
一
見
に
し
か

ず
」
と
い
う
諺
が
あ
り
ま
す
が
今
回

の
旅
で
は
正
し
く
そ
れ
を
実
感
致
し

ま
し
た
。
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
こ

れ
か
ら
も
こ
の
企
画
に
参
加
し
て
見

聞
を
深
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

五
月
下
旬
か
ら
六
月
に
か
け
て
ド

イ
ツ
の
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

連
盟
の
研
修
会
に
参
加
し
た
。
今
年

は
一
昨
年
と
同
じ
バ
ー
カ
ス
ハ
イ
ム

で
行
わ
れ
た
。
こ
の
町
は
ロ
ー
テ
ン

ブ
ル
ク
か
ら
北
西
に
直
線
距
離
で
二

十
五
キ
ロ
程
の
、
都
会
の
喧
噪
か
ら

離
れ
た
静
か
な
田
舎
町
で
あ
る
。
森

と
葡
萄
畑
の
丘
に
囲
ま
れ
た
谷
に
タ

ウ
バ
ー
川
が
流
れ
、
貴
族
ホ
ー
エ
ン

ロ
ー
エ
ー
家
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
式
宮

殿
や
ベ
ル
サ
イ
ユ
風
の
庭
園
が
、
ロ

ー
マ
軍
の
侵
攻
に
対
抗
す
る
た
め
の

城
郭
に
守
ら
れ
て
で
き
た
美
し
い
古

都
で
も
あ
り
、
恰
も
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
で
現
代
か
ら
十
七
世
紀
に
抜
け
出

て
き
た
よ
う
な
景
観
が
あ
っ
た
。
そ

の
宮
殿
が
練
習
場
で
あ
っ
た
。

参
加
者
は
百
三
十
人
位
で
、
フ
ラ

ン
ク
の
交
響
曲
と
コ
ー
プ
ラ
ン
ド
の

「
ア
パ
ラ
チ
ア
の
春
」
の
二
軍
に
別

れ
、
九
時
〜
十
二
時
、
二
時
半
〜
五

時
半
、
七
時
〜
九
時
と
か
な
り
ハ
ー

ド
な
練
習
が
あ
り
、
最
終
日
の
四
時

か
ら
演
奏
会
と
い
っ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
あ
っ
た
。

私
は
コ
ー
プ
ラ
ン
ド
の
方
に
入
っ

た
が
、
指
揮
者
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
フ
ー

ゲ
イ
氏
の
指
導
は
、
短
い
練
習
期
間

の
た
め
か
、
総
合
的
と
言
う
よ
り
は

分
析
的
と
い
っ
た
方
が
良
い
か
も
し

れ
な
い
。
練
習
は
な
か
な
か
厳
し
い

が
、
練
習
後
の
酒
場
で
は
、
一
緒
に

飲
ん
で
い
て
も
気
の
置
け
な
い
人
柄

で
、
お
陰
様
で
楽
し
い
毎
晩
で
あ
っ

た
。私

は
コ
ー
プ
ラ
ン
ド
の
演
奏
は
初

め
て
で
、
和
音
の
変
化
や
変
拍
子
の

構
成
に
戸
惑
っ
た
。
し
か
し
、
私
の

日
常
性
の
中
で
は
や
り
た
い
音
楽
の

範
疇
に
は
入
ら
な
い
こ
の
曲
が
、
今

で
は
キ
ャ
ン
プ
生
活
の
様
々
な
背
景

と
共
に
忘
れ
ら
れ
な
い
曲
に
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
だ
け
こ
の
キ
ャ
ン
プ
で

の
生
活
や
学
習
は
私
の
音
楽
に
と
っ

て
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
音
楽
と
個
人
の
関
わ

り
合
い
の
様
相
は
百
人
百
様
だ
が
、

私
を
例
に
と
っ
て
誠
に
恐
縮
な
の
だ

が
、
よ
く
「
い
い
趣
味
な
ん
で
す
ね
」

と
か
「
好
き
な
ん
で
す
ね
」
な
ど
と

言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
度

に
な
に
か
そ
の
人
と
共
感
を
も
て
な

い
よ
う
な
断
絶
感
、
幻
滅
感
さ
え
感

じ
る
こ
と
が
あ
る
。

好
き
だ
か
ら
、
楽
し
い
か
ら
、
気

軽
に
、
無
理
し
な
い
で
程
々
に
、
勝

手
に
お
楽
し
み
下
さ
い
と
言
わ
れ
て

い
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
は
、
お
そ

ら
く
私
の
勝
手
な
思
い
こ
み
な
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
趣
味
と
か
道
楽
と

い
う
言
葉
に
は
人
間
本
来
の
根
元
的

な
価
値
観
、
美
に
対
す
る
限
り
な
い

追
求
、
感
動
と
生
へ
の
衝
動
と
い
っ

た
も
の
へ
の
契
機
が
感
じ
ら
れ
な
い

か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
皮
相
的
で
あ

り
閉
鎖
的
で
あ
り
、
差
別
的
で
あ
る
。

音
楽
に
は
人
の
心
の
深
層
に
浸
透
し

て
広
範
囲
の
人
間
の
心
に
共
通
の
感

動
と
価
値
を
創
造
し
、
人
格
を
形
成

す
る
力
が
あ
る
。
ニ
ー
チ
ェ
は
音
楽

に
言
語
以
上
の
力
を
見
い
だ
し
て
い

る
。

'98
Ｂ
Ｄ
Ｌ
Ｏ
に
参
加
し
て

Ｂ
Ｄ
Ｌ
Ｏ
研
修
会
に
参
加
し
て

ま
た
音
楽
に
は
国
境
が
な
い
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
開
放
的
で
あ
る
。
し

か
し
、
通
信
網
交
通
網
の
発
達
が
も

た
ら
し
た
経
済
の
国
際
化
に
比
べ

て
、
人
間
の
意
識
は
極
め
て
保
守
的

で
閉
鎖
的
で
あ
り
、「
趣
味
」
は
こ

の
よ
う
な
人
間
の
閉
鎖
的
な
日
常
性

の
意
識
の
中
で
生
き
続
け
る
も
の
で

あ
ろ
う
。

更
に
、「
プ
ロ
」
と
の
絶
対
的
な
、

安
易
で
必
要
以
上
の
区
別
を
表
す
点

で
差
別
的
で
あ
る
。
勿
論
、
ア
マ
チ

ュ
ア
は
音
楽
で
生
計
を
立
て
る
こ
と

は
出
来
な
い
し
、
私
も
プ
ロ
に
対
す

る
尊
敬
の
念
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ

ん
な
こ
と
は
人
か
ら
言
わ
れ
る
こ
と

で
は
な
い
し
、
こ
ち
ら
か
ら
好
ん
で

言
う
こ
と
で
も
な
い
。
音
楽
を
享
受

し
、
追
求
し
、
発
表
し
、
交
流
す
る

こ
と
に
プ
ロ
、
ア
マ
の
区
別
は
必
要

な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
私
自
身
の
音
楽
と

の
関
わ
り
方
か
ら
言
う
と
、
ア
マ
チ

ュ
ア
と
い
え
ど
も
自
ら
の
殻
に
閉
じ

こ
も
る
こ
と
な
く
、
機
会
を
捕
ら
え

て
積
極
的
に
飛
翔
す
べ
き
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
日
本
ア
マ

チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟
の
今
回

の
企
画
を
さ
れ
た
方
々
に
対
し
深
甚

な
る
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
、
旅
行

中
に
頂
い
た
様
々
な
ご
支
援
に
衷
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ

る
。

今回の研修旅行に参加した左から南田（Hr）、久保（Vln）、
山科（Hr）、横田（Vla）、高橋（Vn）の皆さん

「
Ｂ
Ｄ
Ｌ
Ｏ
研
修
会
」
の
感
想

「アパラチアの春」の発表会

ド
イ
ツ
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟
（
＝
Ｂ
Ｄ
Ｌ
Ｏ
、
ヨ
ハ
ヒ

ム
・
コ
ン
ラ
ー
デ
ィ
会
長
）
と
Ｊ
Ａ
Ｏ
の
友
好
提
携
条
約
に
基
づ
く
交

流
研
修
会
が
本
年
も
、
去
る
五
月
二
十
九
日
か
ら
四
日
間
に
渡
り
開
催

さ
れ
た
。

開
催
場
所
は
Ｂ
Ｄ
Ｌ
Ｏ
の
、
こ
の
研
修
会
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
、
ヴ

ァ
イ
カ
ー
ス
ハ
イ
ム
で
、
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
か
ら
北
に
約
二
十
五
キ
ロ

と
こ
ろ
に
あ
る
美
し
い
街
で
あ
る
。
今
回
参
加
し
た
の
は
、
横
田
行
雄

副
理
事
長（
Vla
）
を
団
長
と
し
て
、
千
葉
市
管
弦
楽
団
の
久
保
麻
美
子
さ

ん（
Vn
）、
俊
友
会
管
弦
楽
団
の
高
橋
良
昭
さ
ん（
Vn
）、
関
西
シ
テ
ィ
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の
山
科
幸
生
さ
ん
、
南
田
順
子
さ
ん（
い
ず

れ
も
Hr
）
の
奏
者
と
、
同
行
し
た
寺
部
信
行
事
務
局
長
の
六
人
で
あ
る
。

)))))))))))))))))
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気合入れの合い言葉は「とりゃー！」「だりゃー!!」

毎週日曜日の練習には車で、電車で、自転車で、楽器と楽譜と子どもを連れた面々が集まってくる。椅子と譜面台を並べ、ウォーミ

ングアップをする光景。変わらぬ風景だけれども、いつも何かが違う。今年、創立23周年。第25回記念定期を11月に控えた我が

「戸田交響楽団」……。

年２回の定期のほかにもアンサンブルを中心とした「サロンコンサート」、合宿、親睦会、運営委員会などなど、活動内容は様々。

毎年充実した取り組みが功を奏しているのか、最近では近年希に見る新入団員ラッシュで嬉しい悲鳴が連発中です。

何事にも一生懸命の戸田響は練習・運営・演奏会はもちろん、練習後の飲み会にも一生懸命。

ポイントを貯めて「ハワイへ行くのだ」と張り切っています。

そんな戸田響の新しき伝統に「気合入れ」というものがあります。本番直前まさしく「気合い」を入れるのですが、エキストラさん

を巻き込みつつも、毎回違うネタに大変好評を頂いています。

団員の子供たちも増え、おむつが取れないうちから来ていた子供も今では幼稚園。最近では子供同士の「付き合い」もあるらしく、

練習の後にある飲み会に「今日は『庄や』に行くぅ？」などと誘い合っています。

これで戸田響の将来は安泰だ、と胸をなで下ろす今日この頃です……。

文責　戸田交響楽団　田畑千明
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▼
嵐
の
よ
う
な
平
成
十
年
度
前
半
が

終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
第
十
四
回

ト
ヨ
タ
青
少
年
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
キ
ャ

ン
プ
が
無
事
終
了
し
、
新
年
度
に
入

る
と
、
決
算
業
務
や
総
会
開
催
と
平

行
し
て
、
Ｂ
Ｄ
Ｌ
Ｏ
（
ド
イ
ツ
ア
マ

チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟
）
と
の

交
流
研
修
会
、
日
本
青
少
年
交
響
楽

団
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ツ
ア
ー
、
Ｗ
Ｆ
Ａ
Ｏ

（
世
界
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

連
盟
）
第
一
回
総
会
、
金
沢
大
会
の

準
備
と
、
超
過
密
な
日
程
が
目
白
押

し
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ツ
ア
ー
な
ど
、
初

体
験
の
仕
事
も
あ
り
、
手
探
り
で
進

め
て
き
た
と
い
う
の
が
本
音
で
あ

る
。
ツ
ア
ー
で
は
若
い
参
加
者
全
員

が
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
無
く
、
元
気

で
帰
国
す
る
こ
と
が
出
来
た
し
、
Ｗ

Ｆ
Ａ
Ｏ
も
、
素
晴
ら
し
い
ス
タ
ー
ト

を
切
る
こ
と
が
出
来
た
。
第
二
十
六

回
全
国
大
会
は
、
史
上
初
め
て
三
つ

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

を
作
る
な
ど
大
規
模
な
大
会
で
あ
っ

た
が
、
古
都
金
沢
の
特
徴
を
出
し
た

印
象
深
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
あ
っ

た
。
参
加
者
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
指
揮
者
の
期
待
に
良
く
応
え
、
レ

ベ
ル
の
高
い
音
楽
と
ス
ム
ー
ズ
な
運

営
で
非
常
な
感
銘
を
受
け
た
こ
と
と

思
う
。
金
沢
の
実
行
委
員
会
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
、
こ
れ
ら
の
連
盟
行
事

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
全
国
の
関
係

者
の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯

で
あ
る
。
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ

た
い
。

▼
全
国
大
会
の
開
催
地
は
、
本
文
の

記
事
に
あ
る
よ
う
に
来
年
は
千
葉
県

市
川
市
（
市
川
交
響
楽
団
）、
平
成

十
二
年
は
沖
縄
県
宜
野
湾
市
（
沖
縄

交
響
楽
団
）
に
決
定
し
て
い
る
。
そ

の
次
の
平
成
十
三
年
の
開
催
地
は
次

回
の
総
会
で
正
式
に
決
定
さ
れ
る
。

現
在
、
開
催
地
と
し
て
立
候
補
し
て

い
る
の
は
Ｊ
Ａ
Ｏ
愛
知
県
内
会
員
団

体
複
数
の
申
請
で
、
愛
知
県
名
古
屋

市
の
み
。
そ
の
他
、
も
し
開
催
希
望

が
あ
っ
た
ら
年
末
ま
で
に
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
を
。
平
成
十
四
年
以
降
の

開
催
に
つ
い
て
も
、
予
定
が
あ
れ
ば

早
め
に
ご
相
談
、
ご
連
絡
を
。

▼
待
望
の
Ｊ
Ａ
Ｏ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
Ｗ
Ｆ
Ａ
Ｏ
と
合
わ
せ
、
も
う
す
ぐ

ス
タ
ー
ト
予
定
で
あ
る
。
す
で
に
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
お
持
ち
の
会
員
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う

が
、
遅
ま
き
な
が
ら
連
盟
と
し
て
も

来
年
一
月
を
め
ど
に
開
設
準
備
中
で

あ
る
。
会
員
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
を
張
っ
た
り
、

届
出
書
、
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
受
付
な
ど
に
も
対

応
し
て
い
き
た
い
。
請
う
ご
期
待
。

qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq

安
永
武
一
郎
氏
ご
逝
去

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
四
十
団
体
回

答
あ
り
）
今
ま
で
各
団
体
に
送
付
し

て
い
た
部
数
は
十
部
で
し
た
が
、
回

答
い
た
だ
い
た
団
に
は
書
か
れ
て
い

る
部
数
を
今
後
は
送
付
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
ま
で
早
い
物
勝
ち
や
刷

り
増
し
し
て
い
た
だ
い
た
団
は
、
少

し
楽
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
多
く
の
方
で
読
ん
で
く
だ

さ
い
。

◆
「
Ｊ
Ａ
Ｏ
」
編
集
部
に
期
待
さ
れ

る
こ
と
の
主
な
も
の
。

・
団
体
紹
介
の
特
集
ペ
ー
ジ

・
団
体
運
営
上
の
問
題
点
と
そ
の
対

処
方
法

・
加
入
団
体
の
年
間
計
画
、
演
奏
行

事
な
ど
の
紹
介
（
こ
れ
は
年
度
初
め

に
「
コ
ン
サ
ー
ト
ガ
イ
ド
」
が
出
て

い
る
は
ず
で
す
が
…
…
。）

・
読
み
た
く
な
る
よ
う
な
紙
面
に
な

る
と
い
い
で
す
ね

・
中
央
と
地
方
を
結
ぶ
「
わ
た
し
の

町
わ
た
し
の
オ
ケ
リ
レ
ー
紹
介
」

・
東
京
で
も
編
集
が
必
要
に
な
っ
た

場
合
参
加
を
希
望
し
ま
す
。（
涙
が

出
る
ほ
ど
あ
り
が
た
い
）

・
全
国
の
ア
マ
オ
ケ
の
生
の
声
が
聞

き
た
い
。

・
デ
ー
タ
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

や
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
し
て
発
行
を

考
え
て
は
？

・
各
団
が
も
っ
て
い
る
特
殊
楽
器
、

楽
譜
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
、
貸
し

出
し
可
能
な
も
の
の
一
覧
表
を
作
り

ま
し
ょ
う

・
Ａ
四
サ
イ
ズ
に
な
る
と
扱
い
や
す

く
、
活
用
し
や
す
い
の
で
は

・
ト
ヨ
タ
の
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
社
会
貢
献
活
動
を
紹
介
し
、
オ
ケ

と
の
関
わ
り
か
た
を
考
え
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
。

・
他
団
の
様
子
（
運
営
、
規
約
、
楽

譜
、
楽
器
の
情
報
）
な
ど
を
知
り
た

い
。

等
な
ど
貴
重
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｏ
編
集
部

だ
け
で
な
く
事
務
局
と
も
相
談
を

し
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
Ｏ
の
活
動
に
生
か

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
Ｅ
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
ア
ド
レ
ス
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
な
ど
は
ま
と
め

て
Ｊ
Ａ
Ｏ
の
冬
号
に
載
せ
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

九
州
交
響
楽
団
の
常
任
指
揮
者
や

福
岡
教
育
大
、
大
分
県
立
芸
術
文
化

短
大
の
学
長
を
務
め
た
安
永
武
一
郎

（
や
す
な
が
・
た
け
い
ち
ろ
う
）
氏

が
十
月
十
七
日
午
後
六
時
四
分
、
呼

吸
不
全
の
た
め
福
岡
市
東
区
の
病
院

で
亡
く
な
っ
た
。
七
十
五
歳
。
ベ
ル

リ
ン
フ
ィ
ル
の
第
一
コ
ン
サ
ー
ト
マ

ス
タ
ー
と
し
て
世
界
的
に
知
ら
れ
る

安
永
徹
氏
の
父
。

長
崎
県
出
身
。
一
九
四
四
年
、
東

京
音
楽
学
校
（
現
東
京
芸
大
）
卒
。

戦
後
、
福
岡
第
一
師
範
学
校
（
現
福

岡
教
育
大
）
助
教
授
を
経
て
一
九
六

六
年
、
同
教
授
。
一
九
五
一
年
に
は

文
部
省
派
遣
内
地
留
学
で
東
京
芸
大

ピ
ア
ノ
科
を
、
一
九
六
五
年
に
は
同

在
外
研
究
員
と
し
て
ウ
ィ
ー
ン
国
立

ア
カ
デ
ミ
ー
指
揮
科
を
修
了
。
一
九

五
五
年
か
ら
二
十
六
年
間
、
九
州
交

響
楽
団
の
指
揮
者
（
一
九
五
八
年
か

ら
常
任
指
揮
者
）
を
務
め
、
九
響
の

プ
ロ
化
（
一
九
七
三
年
）
に
貢
献
し

た
。こ

の
ほ
か
一
九
七
〇
年
か
ら
約
十

年
間
長
崎
、
熊
本
両
交
響
楽
団
の
常

任
指
揮
者
、
一
九
七
九
年
か
ら
豊
橋

交
響
楽
団
名
誉
指
揮
者
、
社
団
法
人

日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連

盟
名
誉
指
揮
者
、
西
日
本
オ
ペ
ラ
協

会
長
、
一
九
八
一
年
九
州
オ
ペ
ラ
協

会
長
を
務
め
て
い
た
。
一
九
八
四
年

か
ら
福
岡
教
育
大
学
長
、
一
九
九
〇

年
か
ら
大
分
県
立
芸
術
短
大
学
長
を

歴
任
、
戦
後
多
く
の
音
楽
家
を
育
て

た
。今

年
四
月
、
九
州
大
付
属
病
院
で

食
道
が
ん
と
分
か
っ
た
。
し
か
し
五

月
二
十
九
日
、
福
岡
市
で
の
福
岡
教

育
大
付
属
中
創
立
五
十
周
年
記
念
演

奏
会
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
指
揮
す
る

た
め
に
手
術
を
延
期
。
厳
し
い
音
楽

指
導
者
と
し
て
の
執
念
を
見
せ
、
演

奏
会
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
長
男
の
徹

氏
と
喜
歌
劇
「
こ
う
も
り
」
序
曲
を

共
演
し
た
。

徹
氏
は
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
の
日
本

公
演
で
帰
国
し
、
今
月
十
三
日
の
福

岡
公
演
で
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
を

務
め
た
後
、
病
院
に
武
一
郎
氏
を
見

舞
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

当
連
盟
か
ら
は
森
下
理
事
長
は
じ

め
ゆ
か
り
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
メ
ン

バ
ー
が
告
別
式
に
参
列
し
た
。

森
下
理
事
長
の
話
…
…
…

最
近
電
話
で
話
し
た
時
は
お
元
気

そ
う
で
し
た
の
で
、
私
の
師
と
し
て
、

又
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
全
体

の
指
標
と
し
て
仰
い
で
い
た
方
で
、

残
念
で
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。
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ＪＡＯ名誉指揮者　安永 武一郎氏
（第２３回フェスティバル福岡大会にて）

開
催
日：

一
九
九
九
年
八
月
六
日

（
金
）
〜
八
日
（
日
）

開
場：

市
川
市
文
化
会
館
（
千
葉
県

市
川
市
大
和
田
一
―
一
―
五
　
Ｊ
Ｒ

総
武
線
本
八
幡
駅
下
車
）

主
催：

（
社
）
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟
／
第
二
十
七
回
全

国
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
市
川
大
会
実
行
委
員
会

共
催：

千
葉
県
／
市
川
市
／
市
川
交

響
楽
団
協
会
／
千
葉
県
交
響
楽
団
協

会
／
世
界
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
連
盟

協
賛：

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社

協
力：

千
葉
県
ト
ヨ
タ
販
売
会
社
グ

ル
ー
プ
／
市
川
市
文
化
会
館
／
市
川

市
芸
術
文
化
団
体
協
議
会

後
援：

文
化
庁
／
（
財
）
日
本
芸
術

文
化
振
興
会
／
千
葉
県
教
育
委
員

会
／
市
川
市
教
育
委
員
会

大
会
事
務
局：

市
川
大
会
事
務
局

（
市
川
市
新
田
二
―
三
十
三
―
十

市
川
交
響
楽
団
協
会
内
）

Tel
〇
四
七
―
三
七
八
―
一
六
一
九

Fax
〇
四
七
―
八
七
七
―
五
二
三
八

e-m
ail:ichikyo@

ac.m
bn.or.jp

大
会
名
誉
会
長：

沼
田
　
武
（
千
葉

県
知
事
）

大
会
会
長：

千
葉
光
行
（
市
川
市
長
）

副
会
長：

村
上
正
治
（
市
川
交
響
楽

団
協
会
理
事
長
）

実
行
委
員
長：

時
田
　
雄

副
委
員
長：

横
田
行
雄
／
服
部
　
驍

曲
目：

社
会
人
Ａ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
　
交
響
曲
第
七
番

社
会
人
Ｂ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

レ
ス
ピ
ー
ギ
　
「
ロ
ー
マ
の
祭
」

社
会
人
Ｃ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

青
少
年
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
　
未
定

指
揮
者：
社
会
人
Ａ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

オ
ン
ド
レ
イ
・
レ
ナ
ル
ト

社
会
人
Ｂ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

金
　
洪
才

社
会
人
Ｃ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

田
久
保
裕
一

青
少
年
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
　
未
定

主
要
行
事：

開
会
式
　
七
日
（
十
二
時
半
〜
）

青
少
年
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会

七
日
（
十
三
時
〜
十
四
時
半
）

青
少
年
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
懇
親
会

七
日
（
十
五
時
半
〜
十
七
時
）

研
究
協
議
会
　
七
日
（
十
三
時
半
〜
）

社
会
人
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
懇
親
会

七
日
（
十
九
時
〜
二
十
時
半
）

運
営
協
議
会
　
八
日
（
十
時
〜
）

社
会
人
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会

八
日
（
十
四
時
〜
十
六
時
半
）

閉
会
式
　
八
日
（
十
六
時
四
十
五
分
）

「
市
川
大
会
」
開
催
要
項
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